
本学では、教員を中心に FD 活動を実施している。主な活動は、（1）学内 FD 研
修会の企画運営実施、（2）授業改善アンケートの実施、（3）シラバス作成の支援、

（4）FD 活動の広報・周知である。

Sendai University

SUFD Report 2021
より良い「学びのコミュニティ」のあり方を考える取り組みを推進する FD（Faculty Development）

令和3（2021）年度 仙台大学FD年次活動報告

（1） 学内 FD 研修会の企画運営実施
　本年度は、次の 6 つの研修会を実施した。

① 新任教員 FD セミナー

　4 月 2 日に今年度着任した新任教員を対象と

したスタートアップ支援 FD セミナーを開催した。

本学のカリキュラムをはじめとする教務に関する

事項と FD 活動等について説明をした。

② 部活動 FD 研修会

　5 月 25 日に部活動担当教員を対象とし、セク

ハラ問題、マスコミ対応について仙台大学客員

教授である中井憲治弁護士より実例を元に研修

会を実施した。

③ 学修状況調査の概要報告研修会

　本学では 7 月 12 日から 10 月 20 日にかけて、

学生に対する支援と指導のために日常の学生の

学修状況について、基礎的な資料を得ることを

目的とした学修状況調査を全学生に Web アン

ケートにて実施した。この調査結果については、

10 月 26 日に開催した教授会で報告を行った。この

調査結果を通して、学年、学科、希望する進路、

スポーツ活動の有無等と学修状況との関係が示さ

れた。

④ ハラスメント SDFD 研修会

　全教職員を対象に、対象者別に複数回に分けて、

スポーツ界で起きうるハラスメントについて、

報 告 REPORT 
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外部講師である田澤良行氏を招いて研修会を実施

した。

⑤ ICT 機器活用による授業改善 FD 研修会

　9 月 6 日に ICT 教育推進委員会と共催で研修

会を開催した。ICT 教育事例紹介として、講義

型、実習型に分けて 2020 年度の授業評価アン

ケートが高い先生に講師を依頼し、実際のオン

ライン授業での活用法などの説明を行い、ICT

教育推進委員会からは、ICT ツールの紹介を中心

に、オンライン授業で起きている課題などにつ

いて説明を行った。

⑥ 授業づくりのための FD 研修会

　本学では、学生と教員が参加する研修会を毎年

開催している。今年度は、「アフターコロナ時代

のための教育改善～これからの大学に求められ

ること / これからの大学がやるべきこと～」を

テーマに掲げ、12 月 7 日に研修会を開催した。

Web 上で教員と学生が集まり、教員と学生を

交えたグループをつくり、ディスカッションを

行った。

（2）授業改善アンケートの実施
　原則としてすべての科目を対象に「FD ネット

ワーク“つばさ”」のフォーマットで「授業改善アン

ケート」を受講学生全員に実施している。個々の

授業の改善を目指し、授業内容・教授方法に対す

る学生の反応を探ることが、本アンケートの大きな

狙いの一つである。本年度は新型コロナウィルス

感染症の影響によりオンライン授業が主だったこと

から、Web アンケートにより実施した。この結果

は、本学独自の「授業改善アンケート活用フォーム」

を用いて、集計結果を基に各教員が担当科目と全体

平均などとの比較が出来るようになっている。

（3） シラバス作成の支援
　シラバスは学生に対して授業内容を示すだけで

はなく、大学設置基準や認証評価等への対応も兼ね

ており、教学経営において重要なものであると考える。

シラバスを作成すること自体が FD 活動の一環で

あり、教育改善企画運営委員会では毎年次年度の

様式や記載内容の項目について検討し、統一様式

により原則すべての開講科目について作成を依頼

している。学生にとってよりわかりやすいシラバスと

するために、本年度も教員に配布しているシラバス

作成要領（「シラバス作成の手引き」）を加筆修正

し、シラバス入力の大きな変更点については、別途、

説明動画を作成し配信を行った。なお、シラバス

は本学ホームページにも掲載し、保護者等も閲覧

できるようにしている。

（4） FD 活動の広報・周知
① FD 広報冊子の作成

　本学では、FD 広報冊子（SUFD Report）を

年に 1 度発行している。本年度発行するもので

第 8 号となる。この冊子の発行の目的は、本学

の教育改善企画運営委員会が実施している FD

活動の内容を、学内外に周知することである。

②学外の FD 研修会情報の提供

　学外において開催されている FD 研修会に

ついての情報提供を行っている。メールやポス

ター等で届いた開催案内を教員向けに整理し、

全教員を対象にメールで周知をしている。今年

度については、2 名の委員が「第 23 回基盤教育

ワークショップ」にオンラインで参加をした。
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2021 年度 新任教員のための FD セミナー

開催プログラム
日　　時： 令和 3 年 4 月 2 日（金）11：00 ～ 12：30
会　　場：A 棟 2 階　大会議室
持 ち 物：学生便覧、授業概要（どの学科でも良）、オリエンテーション資料、TIMETABLE（時間割）

報 告 REPORT 

時刻 内容

11:00

11:05

11:20

11:35

11:50

12:00

12:25

開会挨拶

教務について
　① 授業について
　② 履修登録と成績評価
　③ 教室での機材の利用
　④ 学生の出欠管理
　⑤ 学生への連絡・告知
　⑥ 休講
　⑦ オフィスアワー
　⑧ その他

カリキュラムについて
　① カリキュラムポリシー
　② カリキュラム全体の編成
　③ 担任制

教養教育について
　① 体育系大学の基礎教養
　② 仙台大学の専門教養演習
　③ 学習基礎教養演習

FD 活動について
　① FD 活動とは
　② シラバス（授業概要）
　③ 授業改善アンケート
　④ FD 研修会

フリートーク（質問・疑問など）
グループ 新任教員 FD 委員

① 重巣吉美・賞雅さや子・川田尚弘・野口翔 林委員 *・田口委員
② 松本文弘・岩渕孝二・塚本拓也 佐藤周委員 *・加畑委員
③ 中里寛・小西志津夫・真木瑛 福田委員 *

 * コーディネーター役

閉会挨拶
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部活動 FD 研修会
日　　時：令和 3 年 5 月 25 日（火）17 時 00 分～ 17 時 20 分
講　　師：中井 憲治（弁護士・朴沢学園理事および仙台大学客員教授） 
開催方法：オンライン（Google ミート）

次　　第：
 1．開式：（司会）南條副学長
 2．講演：（講師）中井憲治弁護士
 3．閉会：（御礼）高橋学長

1．根強い女子差別を背景とするセクハラ問題
　スポーツ教育の現場においてセクハラ問題が非常に難しいのは、師匠と弟子の関係があることである。
師匠と弟子の関係は特殊な権力関係であり、師匠が絶対とされる閉鎖された状況にあること。これに
加えてここで通用するのは頭の良し悪しではなく、筋力が強いかなどの競技特性があるかどうかに大きな
ウエイトが置かれている。そもそも自分が何にためにスポーツをやってきたのか。何のためにスポーツ
を指導しているのか。スポーツを通じて世のため人のために何の意味があるのかを共通認識することが
非常に大事である。

2．セクハラの範囲は広い
　セクハラの中には犯罪行為が含まれている。ピラミット型でセクハラを例えるならば、上方には犯罪
行為があり、下方にはセクハラか不明な内容がある。この中には金銭で解決できるものや謝って済むもの
も存在するし、犯罪行為として警察官や検察が入らなければならない内容もある。気を付けなければ
ならないことは、犯罪行為が入っている案件に対して、法律分野では素人のスポーツ指導者が全てのセク
ハラと同様に対応してしまうことである。本来負うべきでない損害をまでも負うことにもなる可能性が
ある。そのため、犯罪行為に該当する案件をスポーツ教育の場で探知した場合は、自分たちで対応する
ことが危険であることの認識が非常に重要である。できるだけ速やかに警察に通報すべきであり、それが
大学や組織を守ることにつながる。なぜなら、個人が個人に行った犯罪行為を組織が隠したとみなされる
ことは、組織が証拠を隠滅したのではないかという疑いにつながり、組織犯罪として組織全体のガバ
ナンスがなっていないということで大きく報道され、2 次被害を招くこととなり得る。犯罪行為に該当
した場合は可及的速やかに通報し、警察など第三者に見てもらうことが非常に大事である。スポーツ
指導者が扱うセクハラの案件としては、教育的配慮としてゆとりを持って扱えるものについてのみ対応
すべきである。
　また、セクハラは密室犯罪が多いことであるので、素人が聞き取りを行っても事実認定が困難である。
また、被害者や加害者をこちらで間違った方向に誘導しかねない。そのため、事案を探知した場合、
自分や部内のみで抱えずに、執行部に相談しながら進めていただきたい。

３．マスコミへの対応について
　自分たちの報道が出ると、多くの方はマスコミを敵対視することは間違いである。そのような行動は
たいへん見苦しい。皆さんは教育者なので、学生たちが皆さんのその態度をみていることを前提に行動を
していただきたい。
　また、マスコミは決して敵ではない。社会のために優良な情報を提起するとともに、当事者が気づか
ない点を示してくれる感謝すべき存在である。粗末に対応せず、しっかりとした対応を心がけていた
だきたい。

以上　　
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主　　催：FD 委員会
共　　催：ハラスメント防止委員会
開催方法：Zoom オンライン

内　　容：
 ハラスメントの理解
 ハラスメント行動の改善点
 組織で取り組むハラスメント対策
 現状分析（事前アンケート結果による）

日時・対象者：
　　　　8/26（木）10:00-11:30　＊管理職教員・事務職員向け
　　　　8/26（木）15:30-17:00　＊教員向け
　　　　8/27（金）10:00-11:30　＊管理職教員・事務職員向け
　　　　 9/1（水）10:00-11:30　＊教員向け
　　　　 9/1（水）15:30-17:00　＊部活動指導をしている教職員向け
　　　　 9/2（木）15:30-17:00　＊管理職教員・事務職員向け

研修会のテーマと内容、講師：
　　　　テーマ「高等教育現場に起こりうるハラスメントについて理解をする」

内　　容：
　　　　ハラスメントの理解
　　　　ハラスメント行動の改善点
　　　　組織で取り組むハラスメント対策
　　　　現状分析（事前アンケート結果による）

講　　師：田澤良行氏（ai 株式会社）

令和 3 年度　ハラスメント SDFD 研修会
「高等教育現場に起こりうるハラスメントについて理解をする」
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令和 3 年度　ICT 機器活用による授業改善 FD 研修会について
主　　催：教育改善企画運営委員会
共　　催：ICT 教育推進委員会
日　　時：令和 3 年 9 月 6 日（月）教授会終了後
対 象 者：仙台大学教員
開催方法：Meet オンライン

内　　容：
　第一部：ICT 教育事例紹介（40 分：各 20 分× 2 名）
　　　　　講義型（講師は 2020 年度の授業評価アンケートが高い先生）笠原岳人先生
　　　　　実習型（講師は 2020 年度の授業評価アンケートが高い先生）
　第二部：ICT ツールの紹介（20 分）
　　　　　講師：ICT 教育推進委員

「ICT を利用した授業の改善に向けた FD 研修会」林　直樹
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令令和和33年年度度

授授業業改改善善 FFDD研研修修会会

「「同同時時双双方方向向型型のの授授業業でで心心ががけけてていいるるこことと」」

笠笠原原岳岳人人

授授業業中中のの工工夫夫（（前前回回のの振振りり返返りり--11））

テテーーママ リリハハビビリリテテーーシショョンンのの展展開開

・・制制度度：：「「医医療療保保険険（（病病院院））」」とと「「介介護護保保険険（（在在宅宅・・施施設設））」」

：： 国国別別ににおおけけるる医医療療費費のの自自己己負負担担のの割割合合

例例））日日本本 ・・アアメメリリカカ ・・デデンンママーークク

・・展展開開：：「「急急性性期期・・回回復復期期」」かからら「「維維持持期期」」へへ

・・現現状状：：「「日日数数制制限限」」とと「「ククリリテティィカカルルパパスス」」のの導導入入

・・課課題題：：「「西西高高東東低低」」ととはは？？ 「「55大大疾疾病病」」ととはは？？

授授業業のの展展開開

11..      授授業業前前（（55分分））

22..      授授業業中中

11））前前回回のの復復習習（（1100分分））

22））今今日日のの授授業業（（7700分分））

・・キキーーワワーードド ⇒⇒説説明明（（資資料料））＋＋ 実実技技（（WWeebb  カカメメララ））

・・練練習習問問題題

33..      授授業業後後：：振振りり返返りり（（チチャャッットトへへのの書書きき込込みみ））（（55分分））

・・脳脳卒卒中中はは高高齢齢者者のの病病気気とといいううイイメメーージジででししたたがが、、授授業業をを

通通ししてて、、中中年年層層ののリリススククもも高高いいここととがが理理解解ででききままししたた。。

今今日日学学んんだだここととをを父父母母ににもも伝伝ええたたいいとと思思いいまますす。。

・・今今日日のの授授業業はは、、昨昨年年、、脳脳卒卒中中でで倒倒れれたた祖祖父父とと一一緒緒にに参参加加

ししままししたた。。授授業業でで教教わわっったた「「嚥嚥下下体体操操」」とと「「棒棒体体操操」」をを

一一緒緒にに行行っっててみみまますす。。

・・私私はは養養護護教教諭諭をを目目指指ししてていいまますす。。将将来来、、病病気気ににななららなないい

生生活活習習慣慣のの大大切切ささをを指指導導ででききるる教教員員をを目目指指ししたたいいでですす。。

授授業業後後のの工工夫夫（（チチャャッットトをを活活用用ししたた授授業業のの振振りり返返りり））

「「リリハハビビリリテテーーシショョンン論論」」受受講講のの皆皆ささんん

授授業業はは 1122時時4400分分かからら行行いいまますす。。

今今日日ののテテーーママはは 脳脳卒卒中中ののリリハハビビリリ でですす。。

講講義義資資料料 とと指指定定物物 をを用用意意ししてておお待待ちちくくだだささいい。。

授授業業前前のの工工夫夫

授授業業のの展展開開

11..      授授業業前前（（55分分））

22..      授授業業中中

11））前前回回のの復復習習（（1100分分））

22））今今日日のの授授業業（（7700分分））

・・キキーーワワーードド ⇒⇒説説明明（（資資料料））＋＋ 実実技技（（WWeebb  カカメメララ））

・・練練習習問問題題

33..      授授業業後後：：振振りり返返りり（（チチャャッットトへへのの書書きき込込みみ））（（55分分））

授授業業のの展展開開

11..      授授業業前前（（55分分））

22..      授授業業中中

11））前前回回のの復復習習（（1100分分））

22））今今日日のの授授業業（（7700分分））

・・キキーーワワーードド ⇒⇒説説明明（（資資料料））＋＋ 実実技技（（WWeebb  カカメメララ））

・・練練習習問問題題

33..      授授業業後後：：振振りり返返りり（（チチャャッットトへへのの書書きき込込みみ））（（55分分））

授授業業中中のの工工夫夫（（授授業業ののキキーーワワーードド））

テテーーママ 脳脳卒卒中中ととリリハハビビリリテテーーシショョンン

11.. 病病気気のの特特徴徴

・・脳脳梗梗塞塞（（脳脳血血管管のの詰詰ままりり））・・脳脳出出血血（（脳脳血血管管のの破破裂裂））

・・後後遺遺症症（（手手足足がが動動かかなないい・・飲飲みみ込込めめなないい・・話話せせなないい・・見見ええなないい……））

22..リリハハビビリリテテーーシショョンン

・・運運動動訓訓練練（（棒棒体体操操・・嚥嚥下下体体操操・・書書字字訓訓練練））

33.. 脳脳卒卒中中のの予予防防

・・生生活活習習慣慣（（血血圧圧管管理理・・肥肥満満のの解解消消・・水水分分補補給給・・禁禁煙煙……））

対対象象科科目目

・・科科目目 リリハハビビリリテテーーシショョンン論論

・・対対象象 健健康康福福祉祉学学科科 11年年
・・履履修修 必必修修（（110000名名前前後後））

・・形形態態 座座学学（（FF棟棟330033教教室室 ⇒⇒ 同同時時双双方方向向型型のの授授業業））

・・資資料料 投投稿稿ししたた資資料料をを各各自自でで印印刷刷

・・展展開開 同同時時双双方方向向型型授授業業のの工工夫夫（（授授業業前前 ⇒⇒ 授授業業中中⇒⇒ 授授業業後後））

・・父父がが入入院院ししたた日日、、直直ぐぐにに退退院院ままででのの説説明明ががあありりままししたた。。

ここのの内内容容ががククリリテティィカカルルパパススとといいううここととがが今今日日のの授授業業でで

つつななががりりままししたた。。

・・入入院院ししてていいるる祖祖母母がが、、介介護護申申請請をを勧勧めめらられれままししたた。。

リリハハのの日日数数制制限限ががああるるたためめとといいううここととがが理理解解ででききままししたた。。

・・祖祖父父母母はは今今元元気気でですすがが、、病病院院ででリリハハビビリリががででききるる期期間間がが

決決ままっってていいるるここととをを伝伝ええたたいいとと思思いいまますす。。

授授業業中中のの工工夫夫（（前前回回のの振振りり返返りり--22））

「同時双方向型の授業で心がけていること」笠原岳人

同同時時双双方方向向型型のの授授業業ででのの心心ががけけ

・授授業業のの始始ままりりかからら終終わわりりままでで、、学学生生をを孤孤独独ににささせせなないい

・学学生生一一人人ひひととりりのの集集中中力力をを持持続続ささせせるる授授業業のの展展開開

・チチャャッットトのの書書きき込込みみをを活活用用ししたた、、意意見見やや感感想想のの共共有有化化

・「「みみんんなながが参参加加ししてていいるる」」とといいうう
同同時時双双方方向向型型のの授授業業内内のの雰雰囲囲気気づづくくりり



010

SUFD Report 2021

「ICT機器活用による授業改善FD研修会（第 2 部）ー昨年度末のアンケート結果を踏まえて」ICT教育委員会



011

SUFD Report 2021



012

SUFD Report 2021

報 告 REPORT 

令和 3 年度　学修調査の概要報告
【目的】
・本調査の目的は、学生に対する支援と指導のため、日常の学生の学修状況についての基礎的な資料を
得ることである。

【方法】
1．調査対象
・体育学部に所属する全学生を対象として調査を実施した。

2．調査内容
・「学生の学修状況に関する調査」というアンケートを Google フォームにて作成し、調査に使用した。
・質問内容は以下の通りである。：
　　①基礎的情報：性別、学年、学科
　　②授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）
　　③授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1 日あたりの平均）
　　④大学での学習で最も力を入れていること
　　⑤高校 3 年時での授業時間以外での自主的な学習時間（1 日あたりの平均）
　　⑥高校 3 年時での授業時間以外での運動やスポーツ活動の時間（1 日あたりの平均）
　　⑦卒業後の進路として最も希望していること

3．調査の手続き
・調査期間は令和 3 年 7 月 12 日（月）～ 10 月 20 日（木）である。
・教育企画室アドレスから全学生にメールにてアンケートフォームの URL を配布、期日までの回答を
　依頼した。

4．統計解析
・得られた結果は各学年に占める割合（%）で示した。
・各学年、学科および性別と質問項目をクロス集計し、χ2 検定を行った。統計的有意確率は 5% 未満とした。

【結果】
1．回答率について
・学科学年別の回答者数と回答率を表 1 と表 2 に示した。全体での回答率は 50.7％となった。

学科 1年 2年 3年 4年 全体
体育 291 人 168 人 177 人 112 人 748 人
健福 44人 48人 44人 30人 166 人
運栄 66人 35人 30人 31人 162 人
ス情 32人 32人 17人 17人 98人
現武 30人 25人 26人 16人 97人
子教 23人 12人 27人 8人 70人
全体 486 人 320 人 321 人 214 人 1341人

学科 1年 2年 3年 4年 全体
体育 75.4% 48.8% 51.3% 32.2% 52.6%
健福 57.9% 44.0% 41.5% 28.3% 41.8%
運栄 85.7% 44.3% 37.0% 34.4% 49.5%
ス情 86.5% 65.3% 41.5% 42.5% 58.7%
現武 71.4% 49.0% 52.0% 42.1% 53.6%
子教 79.3% 33.3% 67.5% 17.4% 46.4%
全体 75.1% 47.9% 48.4% 32.0% 50.7%

表 1　学科学年別回答者数 表 2　学科学年別回答率（休学者を含む）
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2．概要まとめ
 ・回答率が約 50% 程度であり、データの解釈には注意が必要である。回答した学生は、1 年生が多く、

学年が上がるにつれて回答率が低下している。このことから、比較的は 1 年生のデータは信頼できそ
うであることや、2 年生以上は Web アンケートに抵抗が少なく、協力的な学生である可能性が高い
ことを考慮する必要がある。

 ・全体として昨年度のコロナ禍の影響に比べると一昨年度の状況に戻りつつあると考えられる。四年生
で学習時間が相対的に長くなっているのは、教員採用試験など就職対策のための学習の必要性と関連
があると考えられる。四年生を除く学年では、一昨年に比べると自主学習時間が長いことから、今年
度もオンライン授業による課題によって学習時間が延長したと考えられる。また、オンデマンド配信
による繰り返し動画等を視聴できる環境に変わったことによる影響も考えられる。

 ・ 1 ～ 3 年生において、1 時間未満の運動時間である学生の割合が昨年度に比べ増加した。その一方で、
学習時間は昨年度に比べて増加傾向であった。新型コロナやオンライン授業による課題の影響の可能
性が考えられる。

 ・ 1 年次には資格や免許の取得を目標とする学生が 60％弱と最も多いが、この割合は学年の進行ととも
に低くなる。それに対して「教養を身につける」ことを重視する学生が増加している。これは昨年度
と変わらず、本学学生の特徴としてとらえても良いと思われる。

 ・進路の希望として 1 年次では教員希望が最も多いが、学年が進むにつれてその割合は減少する。それ
に対して一般企業を目指す学生が増加している。一方、「公務員」、「スポーツ関連の職業」を目指す
学生はいずれの学年においてもある程度の割合見られる。これも昨年度と変わらず、本学学生の特徴
としてとらえても良いと思われる。

以上　　



014

SUFD Report 2021

報 告 REPORT 

 令和 3 年度　ＦＤ研修会 
「アフターコロナ時代のための教育改善
　　～これからの大学に求められること / これからの大学がやるべきこと～」
日　　時：令和 3 年 12 月 7 日（火） 14：30 ～ 15：50 
会　　場：オンライン Meet （ https://meet.google.com/eba-uyko-pjr）
テ ー マ：「アフターコロナ時代のための教育改善
　　　　　　　～これからの大学に求められること / これからの大学がやるべきこと～」
出 席 者： ＜ FD 委員＞平良委員長、針生委員、高橋委員、林委員、佐藤周委員、金委員、加畑委員、

伊勢委員、渡辺教育企画室長、
＜新任教員＞松本先生、川田先生、岩渕先生、中里先生、小西先生
＜協力学生＞鳴海杏菜さん（体育 3 年）、鈴木結貴さん（同 1 年）、

千葉史也さん（福祉 3 年）、佐藤亮太朗さん（同 4 年）、
箱崎くるみさん（栄養 2 年）、我妻祐依さん（同 4 年）、
本松佑里香さん（情報 3 年）、藤田卓実さん（同 2 年）、
佐藤七海さん（武道 2 年）、今野衣久美さん（同 2 年）、太田蒼衣さん（同 4 年）
加藤秀麻さん（子ども 2 年）、小林杏奈さん（同 2 年）

内　　容：
 （1）開会式・挨拶
　　　　（2）グループ討議
　　　　　　＜討議の観点＞
　　　　　　①仙台大学の教育の現状（課題・評価点）
　　　　　　②学生から見て、これからの（仙台）大学教育に求めること
　　　　　　　（今できていることは何か、さらに良くするために何が必要か）
　　　　　　③教員から見て、これからの（仙台）大学教育がやるべきこと、
　　　　　　　努力すべきこと、あるべき姿
　　　　　　　（今できていることは何か、さらに良くするために何が必要か）
 （3）全体会・各グループの報告
　　　　（4）まとめ・閉会

参加者、およびディスカッションのグループ
〈討議〉＊グループ討議の司会は FD 委員が担当・・・MeetA：林、金、佐藤周　MeetB：平良、田口、高橋

グループ 教　員 体　育 健康福祉 運動栄養 スポ情 現代武道 子ども
Meet A

（林，金，
佐藤周）

岩渕孝二
中里　寛 鳴海杏菜 千葉史也 箱崎くるみ 本松佑里香  佐藤七海今

野衣久美  加藤秀麻

Meet B
（平良，田口，

高橋）

松本文弘
小西志津夫
川田尚弘

鈴木結貴 佐藤亮太朗 我妻祐依 藤田卓実 太田 蒼衣 小林杏奈  
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グループ討議のまとめ（学生・教員の意見）
＜A グループ＞



016

SUFD Report 2021

＜B グループ＞
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＜ C グループ＞
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